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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ロイシンジッパー様モチーフと、SH3結合ドメインと顕著な類似性を示すプロリンリッチ領域を含む。このタンパク質は核に局在し、一部の癌細胞株では発現が低下している。核因子κB（NF-κB）を介した転写応答を制御すると考えられている。この遺伝子は、そのタンパク質産物が一部の癌の発生および／または進行に重要な役割を果たす可能性のある腫瘍抑制遺伝子として提案されている。[RefSeq提供、2008年7月],機能：一部の癌の発生および／または進行に重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：LDOC1ファミリーに属する。,組織特異性：脳および甲状腺で高レベルで普遍的に発現し、胎盤、肝臓、白血球では低レベルで発現している。検討した7つのヒト乳癌細胞株のうち6つでも同様に発現していた。,
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	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

